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小型浮魚類とアカイカの資源動態と持続的利用に関する研究
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Studies on sustainable use of small pelagic fishes  
and neon flying squid in the North Pacific Ocean

Akihiko YATSU

The large-scale high-seas squid driftnet fisheries, targeted large-sized neon flying squid in the North Pacific Ocean, 
were virtually closed in 1992 owing to the UN Resolutions, which claimed mass mortalities of non-target animals such 
as marine mammals and sea birds for the fisheries. In response to the moratorium, I and collaborators began to develop 
an alternate fishing method, squid jigging, for the large-sized neon flying squid, whose densities are generally low, thus 
needed to specify exact locations of concentrations of squid for jigging operations. The three-year research program 
successfully developed a new jigging technique and a practical way of detecting potential fishing grounds based on 
horizontal distribution of subsurface water temperatures. As a result, about 100 Japanese commercial fishing vessels 
were converted from driftnet to the new jigging. I and collaborators also elucidated age, population structure, and pop-
ulation dynamics of the squid. Since 1999, I and collaborators studied mechanisms of population fluctuation and fisher-
ies management of small pelagic fishes, particularly Japanese sardine and chum mackerel in the Kuroshio and Oyashio 
Currents, which were harvested primarily by purse seine fisheries. Conceptual and statistical models of population dy-
namics of these species were constructed based on retrospective and mechanistic analyses since the late 1960s. Histori-
cal analyses of the fisheries and these models elucidated that a mismatch between the 1987/88 regime shift and timing 
of constructions of new fishing fleets, whose life-span is generally 20 years or more, resulted in creation of excessive 
fishing capacity, and finally prevented recoveries of the chub mackerel and sardine stocks in the 1990s, thus suggested 
long-term considerations for fisheries management.
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はじめに
多くの水産生物は小卵多産であり，海洋生態系は基本的に
大が小を食う構造であるから（谷口，2008），海洋水産資
源の変動，とりわけ漁獲への加入までの生残率は海洋環境
の影響を大きく受ける．宇田道隆先生は，水産海洋学会の
前身である水産海洋研究会の創立にあたり，次のように記
されており，環境と資源と漁獲の関係を総合的に考える必
要性を指摘されている（宇田，1962）．
「水産海洋学は変転してやまない海洋条件とそれによる
色々な生態水準における生物学的変化に挑戦し，時に魚の
稚仔などの生き残り（あるいは自然死亡）に致命的にはた
らく環境条件を明らかにすることを第一目的にすべきであ

ろう．われわれは，水産生物学者に資源力学（定常環境内
において魚のポピュレーションが漁労に対して反応するさ
まを教える）と，水産海洋学（変化する環境内において相
対的なポピュレーション強度=相対資源強度と，その動向
の見通しを与える）を一しょに持ちよらねばならないであ
ろう．」
宇田先生は1962年に既に長期変動についても言及され
ていたが，気候と水産資源の十年規模変動やレジームシフ
トが広く知られるようになったのは1990年代に入ってか
らであった（川崎ほか，2007）．マイワシなど小型浮魚類
の個体群動態が気候レジームシフトや海洋環境の影響を大
きく受けることが漁業者や行政部局にもよく知られるよう
になった2000年頃からは，特にマイワシに対する資源管
理の有効性を疑問視する意見を耳にするようになった．し
かし，レジームシフトの影響を受ける魚種はかなり多く，
魚種交替やレジームシフトを考慮することにより，適切な
管理が可能である（青木ほか，2005; Barange et al., 2010; 
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King, 2005; Vert-pre et al., 2013）．Vert-pre et al. （2013）は個
体群の生産力に関する4つの仮説（①資源量支配説（古典
的平衡説），②レジーム依存説，③資源量とレジームの相
乗効果説，④ランダム変動説）を230系群に対して統計学
的に検討したところ，①は 18.3%，②は 38.6%，③は
30.5%，④は12.6%の系群の資源変動を説明できるとし，
不規則に生じる生産力の変動に応じた資源管理が必要であ
ろうと述べている．
ここでは，筆者が主に研究対象としたアカイカ（Ommas-

trephes bartramii）とマイワシ（Sardinops melanostictus）や
マサバ（Scomber japonicus）など小型浮魚類の持続的利用
に関する研究概要を紹介する．いずれの対象種でも環境と
資源と漁業の関係を扱っているが，アカイカについては大
規模公海流し網漁業モラトリアム後の代替漁法開発と漁場
探索法および資源構造と資源変動の研究，小型浮魚類につ
いては資源変動機構とレジームシフトを考慮した持続的漁
獲の考え方が主な内容である．50年以上前に，海と魚と
漁業の関係を総合的に研究する必要性を説かれた宇田先生
のお名前を冠した賞を頂きたいへん光栄である．余談だ
が，宇田先生は1947年に長崎海洋気象台の初代台長に就
任された．著者は現在この長崎海洋気象台（2013年10月
から長崎地方気象台）の直下に住んでいるのも何かのご縁
かも知れない．今回の受賞に至る成果は，諸先生，先輩，
同僚，後輩との共同研究や議論により得られたものであ
る．そのため，文末に，筆者が水産海洋研究に取り組み始
めるまでの経緯を含めて，お世話になった方々へのお礼を
記させて頂いた．なお，本論文における組織名や職名は当
時のものである．

大型アカイカの漁場探索技術の開発と釣り漁法の確立
北太平洋の外洋表層域に優占するアカイカは，1970年代
のスルメイカ資源の減少に伴い，1973年頃から三陸・道
東沖合で釣り漁業が発達した（Yatsu et al., 1993，Figs. 1, 
2）．1978年にいか流し網漁法が導入され，東経170度以東

の北太平洋公海域に多く分布する大型アカイカが効率的に
漁獲されることが分かった．そのため，いか流し網漁船は
急増し日本だけで400隻余りが稼働していた．やや遅れて
韓国と台湾もいか流し網漁業に参入し，3か国あわせて年
間30万トンを超える漁獲が揚げられた（Fig. 1）．この体
重 2 kg，外套長 30 cmを超える大型個体（Fig. 3上）は雌
のみから構成され，その大きさと肉質が柔らかいことから
ソフトサキイカなどの原料や回転寿司のネタとして需要が
定着した（谷津，1996a, 1996b）．しかし，いか流し網漁法
は，鯨類，海鳥類，サメ類，および漁場北端部においてサ

Figure 2.　Distribution and migration of the winter–spring cohort 
and autumn cohort of neon flying squid in the North Pacific 
Ocean （modified from http://kokushi.job.affrc.go.jp/）.

Figure 1.　Catch trajectories of neon flying squid in the North Pacific Ocean during 1974–2011 （modified from http://kokushi.job.af-
frc.go.jp/）.
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ケマス類の混獲がみられたため，北太平洋国際漁業委員会
（INPFC）などで問題化した（谷津，1995a）．
そのため，1988年に遠洋水産研究所に外洋いか研究室
が設置され，これらの問題に対処し始めた．筆者は1989
年に外洋いか研究室に採用となり，主に混獲実態の把握の
ため，調査船に乗り組んだほか，伊藤準外洋資源部長や畑
中寛遠洋底魚研究室長らの指導を受け，日米加の漁船オブ
ザーバー計画の策定，オブザーバーの訓練と下船後の聞き
取り，データ点検，米加とのデータ交換と共同解析，混獲
数量の推定，さらに流し網を海面から数メートル沈下させ
る「中層網」による混獲低減方策の開発と現場適用（谷津，
1995a），INPFCへの出席など多忙な日々を送った．しかし，
いか流し網を含む大規模公海流し網漁業は，国連総会決議
（44/225, 46/215）という漁業では異例の手段により，1992
年末にモラトリアムとなった．なお，これら国連決議の妥
当性についてはBurke et al. （1994）を参照されたい．
これらの国連決議は流し網という漁法を禁じたものであ

り，アカイカの利用を妨げるものではないことから，いか
釣りによる代替漁法の開発が急務となった．しかし，既存
のいか釣り漁法の対象は外套長30 cm未満の小型群（Fig. 
3下）であり，大型群は触腕が切れやすく脱落が多かった．
また，大型群の主漁場である東経170度以東では，アカイ
カの密度が薄く，漁場把握も困難であった．実際，1992
年に北海道はじめ関係各県の水産試験場の調査船や水産庁
が用船したいか釣り漁船の合計10隻による釣り調査では，
1夜の操業で商業的に成立する漁獲量が得られたことは希

であった．しかし水産庁は断念せず，1993～95年の毎年
6～8月に流し網漁船から転換したいか釣り漁船3隻を同
時に用船し，アカイカ好漁場探索調査を行った．筆者は，
この調査の計画立案から報告書作成まで主体的にかかわっ
た．調査のポイントは漁場探索と漁具・漁法の研究であっ
た．すなわち，1回の操業が長さ50 kmにも及ぶ流し網漁
法に比べ，いか釣りは点にすぎないことから，第1にアカ
イカ漁場の把握，第2に大型アカイカに適した漁灯利用や
脱落防止を目指した（谷津，1996a, 1996b）．前者について
は海洋物理学が専門の渡邊朝生さん，海鳥類の生態に詳し
い田中博之さん，さらにはアカイカの主な餌であるハダカ
イワシ類について三重大学の河村章人教授らの協力を得な
がら，3隻のいか釣り漁船の同時運航により，CTD観測，
海鳥類目視調査や餌環境など広域な海洋環境の把握と試験
漁獲の実施計画を作成した．漁具・漁法改良については，
大学の1年先輩であり，いか釣り漁法の研究で博士号を取
得された東京水産大学の稲田博史さんを口説き落として，
稲田さん自身の乗船を含めて，絶大なご協力を頂いた．そ
の結果，水中漁灯を利用した昼釣りの開発（稲田ほか，
1996）という副次成果も得て，漁法の確立に成功した．
第1の課題であった漁場探索は，水深50～300 m層水温

の水平分布から把握できる暖水北端の水温前線付近に好漁
場が形成され，6月から8月にかけて好漁場が北上するこ
とを明らかにしたほか，東経173～175度付近に定常的に
見られる暖水の北への張出しを天皇海山の影響と推察した
（谷津ほか，1997）．これらの成果により，約100隻のいか
釣り漁船が旧流し網漁場に出漁した（谷津，1996a, 
1996b）．アカイカ好漁場探索調査のために用船した現役い
か釣り漁船3隻には，毎年1隻ずつ，全調査期間にわたり
乗せていただいた．この調査の主内容は，まず広域な定点
観測により水温や海鳥分布と大型アカイカ漁獲量の関係を
把握し，その後に好漁場と目される位置で商業的な漁獲を
行い，採算性を評価するものであった．調査後半の操業位
置は筆者と漁労長が毎朝協議して決めるのであるが，アカ
イカの生態や流し網漁法に数年間取り組んだだけの著者に
対して，3隻の漁労長は流し網全盛期からの経験があった
から，そう簡単には調査位置の提案を受け入れてくれな
かった．しかし，上記の北上暖水を辿って操業するたびに，
周囲の一般漁船より多くの漁獲を揚げたため，漁労長らの
信頼を得ることができた．3人の中で最も厳しい漁労長か
ら，ただの学者ではないと言われたことも嬉しかった．

アカイカの生態と資源変動の研究
こうして，代替漁法に目途がついたので，アカイカの資源
研究に重点を移した．最大の疑問はアカイカの成長であっ
た．すなわち，Murata and Hayase （1993） などの研究では，
月別体長組成の推移から，大型群は前年の小型群が成長し
た生後2年目の個体といわれていたが，標識放流などから

Figure 3.　Comparison of mantle length compositions of neon 
flying squid in July between commercial fishery and the 
Hokkaido University monitoring surveys with non-selective 
driftnets along the longitude 175ºE （modified from Yatsu 
（1996a））.
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推定された成長と整合しなかった．当時，北海道区水産研
究所の中村好和さんらがスルメイカで確立された平衡石に
よる日齢査定技術を応用して，遠洋水産研究所の魚住雄二
さんがニュージーランドスルメイカの日齢査定を行ってお
られた．そこで，魚住さんから日齢査定法を教わりながら，
平衡石の焼入・薄片化法が最良との結論を得た．日齢査定
の結果，他の多くのイカ類と同様にアカイカも寿命が1年
であり，大型群は秋生まれ，小型群は冬～春生まれである
ことを明らかにした （Yatsu et al., 1997）．また，平衡石の
微量元素分析を九州大学の望岡典隆さんらと行い，アカイ
カの南北回遊の履歴や個体群構造を推察した（Yatsu et al., 
1998a, 1998b）．そうすると，ふ化時期はほぼ連続している
のに，夏季の流し網漁場の体長組成に大型群と小型群の間
に顕著なギャップがあること（Fig. 3）への疑問が湧きあ
がった．これについては，1999年に外洋イカ研究室長を
引き継いだ一井太郎さんや酒井光夫さんらが解決してくれ

た （Ichii et al., 2011）．すなわち，アカイカの産卵場選択が
水温に依存するため，秋生まれ群の産卵場は冬春生まれ群
より北側にあり（Fig. 2），そこでは初期餌料環境が相対的
に良好かつ索餌場（漁場）までの距離も短いため，秋生ま
れは急速に成長し，上記体長組成のギャップが生じるので
ある．また，秋生まれ群の産卵場は黒潮域から西経域まで
分布するが，日本近海で生まれた稚仔は黒潮や黒潮続流に
より東向きに輸送されるため，大型群は東経170度より西
側では少ない理由も明らかにされた（Fig. 2）．なお，秋生
まれ群の雄は産卵場付近からやや北上する程度で，体長も
小さいため，漁獲対象にはなっていない．
アカイカの研究を深めるため，北太平洋海洋科学機構

（PICES）に1994年の第3回年次会議から参加し，以来毎
年の恒例行事となった．この頃のPICESでは海洋環境と海
洋生物の資源量の経年変化の関係や太平洋の東西比較の話
題が多かった．そこで，北海道大学水産学部が1979年か
ら継続されてきた流し網調査のデータも加えて，北海道大
学の桜井泰憲教授や東京大学の杉本隆成教授らにご教示を
いただきながら，アカイカや小型浮魚の分布と豊度の経年
変動の研究に着手し，秋生まれ群の資源変動が水温環境と
漁獲に影響されること，流し網モラトリアム後の資源回復
過程が種により異なることなどを明らかにした（谷津・
森，1999; Yatsu et al., 2000; Fig. 4）．

黒潮親潮移行域における小型浮魚類の加入量調査と生態
研究
小型浮魚類の魚種交替現象（Fig. 5）は広く知られていた
が，1988年以来のマイワシ太平洋系群の激減の原因が4年
間連続した加入の失敗にあったこと （Watanabe et al., 1995），
その初期死亡率が黒潮続流域南部の冬季水温と高い正の相
関関係にあることの発見 （Noto and Yasuda, 1999） などを契
機として，黒潮親潮移行域や黒潮続流域は日本の太平洋側
に分布する小型浮魚類の加入量決定の場として認識される
ようになった．また，中央水産研究所では 1995年から，
黒潮親潮移行域とその周辺において小型浮魚類の稚仔魚を
表中層トロールで定量的に採集する調査が開始され，現在

Figure 4.　Interannual variations in CPUE （catch-per-unit-ef-
fort, No. per 100 net panels） of neon flying squid, Pacific 
pomfret, blue shark and salmon shark, based on the Hokkai-
do University monitoring surveys with non-selective drift-
nets along the longitudes 170º and 175ºE （modified from 
Yatsu and Mori （1999））.

Figure 5.　Japanese catch trajectories of small pelagic fishes （extended from Yatsu et al. （2005b））. N.B. Catch of the Japanese common 
squid before 1953 represents all squid species. Catch of mackerels consists of mainly chub mackerel.
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も継続している．
1999年に中央水産研究所（横浜市）の資源管理研究室
に和田時夫さんの後任として着任した時は，西田宏さんら
が精力的にこの調査を行い，加入量の漁期前予測が可能な
水準になっていた（西田ほか，2001）．筆者も2000年から
この調査に参加し，表中層トロールの有効性を実感したた
め，日本最大の表中層トロール漁具を有する水産庁漁業調
査船開洋丸の航海時間を確保し，マサバやカタクチイワシ
成魚の分布と豊度を表中層トロールと計量魚群探知機で把
握する調査を東北区水産研究所の川端淳さんらと実施し
た．
これら黒潮親潮移行域周辺における表中層トロール調査

などで得た年々の資源量指標値をマイワシやマサバ太平洋
系群などの資源評価や魚種交替研究に利用したほか，スル
メイカの分布回遊やレプトセファルスの群集構造研究など
にも貢献できた（Kawabata et al., 2006; 今ほか，2006; Taka-
hashi et al., 2008, 2009）．また，アカイカ研究時に利用させ
ていただいた北海道大学の流し網調査（東経155度）にお
いて，1988年を境にマイワシ・マサバからカタクチイワ
シへとの魚種交替が見られ（Fig. 6），長期モニタリングの
重要性を再認識した（谷津，2002）．

2002年には，東北区水産研究所の斎藤宏明さんをリー
ダーとして農林水産技術会議プロジェクト研究「深層生態
系（DEEP）」が開始された．上記の表中層トロールは夜間
に曳網していたため，小型浮魚類とともに大量のハダカイ
ワシ類やイカ類が混獲された．これら中層性種の多くも動
物プランクトン食性といわれていたので，両者の間に生態
的競合関係があるかもしれないと考え，資源管理研究室も

DEEPに参加した．まず，1995年調査における水深別採集
データを掘り起こし，夜間における魚類の鉛直的分布を記
述し （Yatsu et al., 2005a），2002年に魚類と動物プランクト
ンの層別採集と主要魚種の胃内容物採集を行った．得られ
た動物プランクトンの種レベルの同定は伊東宏さんが担当
した．その結果，小型浮魚類の幼魚とハダカイワシ類はカ
イアシ類を主な餌としつつも，前者ではParacalanus par-
vusなどの沿岸性種，後者ではPleuromamma pisekiなどの
中深層性種を捕食していることから直接的競合は小さいこ
とが推察された（Takagi et al., 2009）．また，フウライカマ
スもこの調査で多く出現したため胃内容物組成を検討した
ところ，オキアミ類と魚類が主であり，成長とともにカイ
アシ類やカタクチイワシ仔魚から大型のハダカイワシ類へ
と食性が変化することから，小型浮魚類への直接的な影響
も考えられた（山下・谷津，2004）．

小型浮魚類の資源変動と資源管理の研究
大学院時代に衝撃を受けた魚種交替論文（中原・小川，
1979; 小川・中原，1979）への思いに加え，レジームシフ
ト論議の活発化（川崎，1999など）から，環境と資源変
動の研究にすぐに取り組みたかった．しかし，日本政府が
1996年に国連海洋法条約を批准し，1997年から漁獲可能
量 （TAC） 制度をマイワシやマサバなどに適用し始めたた
め，当時は生物学的許容漁獲量 （ABC） の算定を含む資源
評価が最重要課題であった（谷津，2001）．さらに，1992
年と1996年にマサバ太平洋系群の卓越年級群が発生した
ものの，未成魚段階でほとんど獲り尽くされ，大きな問題
となっていた．そこで，事態の改善に向けて，水産庁や業
界および都道府県の関係者らと連携して取り組み，水産海
洋シンポジウム「マサバとゴマサバ太平洋系群の漁業，資
源，管理の現状と将来展望」も企画した（谷津ほか，
2002）．さらに，資源評価のための生態や漁海況に関する
情報も収集・分析した．マサバ太平洋系群の成長と成熟の
長期変動については渡邊千夏子さんが精力的に解析され，
密度効果と水温の影響などを考慮した成長式や成熟モデル
を構築した （Watanabe and Yatsu, 2004, 2006）．また，大中
型まき網の過剰漁獲能力形成についても考察し，1987/88
年レジームシフトと漁船建造時期や漁船の寿命 （通常20年
以上）のミスマッチが原因であることを指摘し，長期的視
野での漁業管理の必要性を提起した（谷津，2005）．
資源評価や漁海況予報と並行して，2000–05年はPICES

の WG16 （Implications of climate change for fisheries manage-
ment），2001–03年はGLOBEC/SPACCの研究テーマの一つ
であったUse of environmental indices in the management of pe-
lagic fish populations，2003–04年 は PICESの Study Group on 
Fisheries and Ecosystem Responses to Recent Regime Shifts，
2004–09年はTask Team on Climate Forcing and Marine Ecosys-
tem Response （CFAME），2008–11年 は PICES/ICES Working 

Figure 6.　Interannual variations in CPUE （catch-per-unit-ef-
fort, No. per 100 net panels） of small pelagic fishes, based 
on the Hokkaido University monitoring surveys with non-se-
lective driftnets along the longitude 155ºE （modified from 
Yatsu （2002））.
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Group on Forecasting Climate Change Impacts on Fish and 
Shellfishに参加し，地球温暖化を含む環境変動と資源変動
との関係や資源管理への応用について，小型浮魚類を中心
とした国際的な比較研究に携わることができた（Checkley 
et al., 2009; Barange et al., 2010）．また，主にTAC対象資源
の資源評価の精度向上を通じて，適切な管理に資するた
め，海洋環境などによる水産資源の変動機構に関する研究
「資源動向要因分析調査 （DoCoFis）」が水産庁の補助を受
けて2004年から開始され （Yatsu et al., 2006），資源変動要
因分析調査として継続している．

2005年秋には北海道区水産研究所（釧路市），2008年に
は西海区水産研究所（長崎市）に異動したが，小型浮魚類
の動態と管理の研究を細々と継続した．特に印象深い成果
として，SPACCを端緒とし当学会の論文賞を頂いたYatsu 
et al. （2005b）がある．この論文では1976年と1988年のレ

ジームシフトに関連したマイワシ太平洋系群の資源動態を
概念モデルにまとめた．また，CFAMEを端緒としたYatsu 
et al. （2008）はマイワシの増大が1970年レジームシフトに
関連することを指摘した．その後，1970年頃のマイワシ
増大機構については黒田一紀さんはじめ諸先輩方や同僚各
位の貴重な情報やご意見を頂きながら，概念モデルを2段
階に拡張した（谷津，2010; Yatsu et al., 2013. Fig. 7）．その
後も各地を転々としながら，マイワシとマサバの資源動態
と管理に関する平易な解説を公表した（谷津・渡邊，
2011）．この本の完成には執筆開始から5年以上を要したた
め，最新のデータに度々更新を余儀なくされた．しかし，
マイワシ太平洋系群の2010年卓越年級群の発生まではフォ
ローできず，タイトルに若干の違和感が残ってしまった．
これらの国際および国内共同研究を通じて海洋物理や低

次生態系などの専門家との交流が進んだほか，研究成果を
着実に論文化する重要性を改めて感じた．特に，北海道大
学の帰山雅秀教授，東京大学の渡邊良朗教授，JAMSTEC
の千葉早苗さん，東北区水産研究所の伊藤進一さんと田所
和明さん，GLOBECのManuel Barangeさん，PICESのSkip 
McKinnellさん，NMFSのLarry Jacobsonさん，PBSの Jack-
ie Kingさんらと連携して取り組んだ．さらに，これらの
成果や外国情報を国内へ還元し，あるいは国内情報をまと
めて海外へ発信するため，同業あるいは異分野の方々と共
に，「1998年に日本周辺でレジームシフトは起こったか？」
や「近年の海洋環境とマイワシ等の動向：魚種交替の予兆
か？」などの水産海洋シンポジウムや研究集会を企画し
た．これらレジームシフトや魚種交替の研究並びに資源管
理の研究では，川崎健東北大学名誉教授，東北大学の花輪
公雄教授，北海道大学の斎藤誠一教授と見延庄士朗教授，
東京大学の青木一郎教授と山川卓准教授，横浜国立大学の
松田裕之教授，東京海洋大学の桜本和美教授と田中栄次教
授，茨城県水産試験場の二平章さん，水産総合研究セン
ターの和田時夫さん，中央水産研究所の友定彰さん，大関
芳沖さん，中田薫さん，高須賀明典さん，高橋素光さん，
牧野光琢さんらに大変お世話になった．

おわりに
磯の小魚や小動物の飼育と魚釣りが好きだったため，高校
時代には伊東宏さん（現在は水土舎）や望岡典隆さん（現
在は九州大学）らと鎌倉の海岸で魚の採集をしていた．こ
れがきっかけで魚の研究がしたくなり，1974年に東京水
産大学に入学した．入学と同時にクラブ活動「水産生物研
究会」に入り，千葉県の小湊実験場で毎月の磯採集や毎年
春休みの沖縄合宿で研究者気分に浸っていた．4年生にな
る少し前に魚類学講座の門をたたき，安田富士郎教授，藤
田清助手，東京農業大学進化生物学研究所の多紀保彦先
生，国立科学博物館の新井良一先生と松浦啓一先生らにご
指導いただいた．卒業論文ではベニツケギンポを新種とし

Figure 7.　Conceptual two–stanza model of a population burst 
of the Pacific stock of Japanese sardine （modified from Ya-
tsu et al. （2013））. Solid lines: less uncertain relations, dotted 
lines: more uncertain relations. AO: Arctic Oscillation, KE: 
Kuroshio Extension, MLD: mixed layer depth, PDO: Pacific 
Decadal Oscillation, SOI: Southern Oscillation Index, SST: 
sea surface temperature.
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て記載するとともに，日本各地から得た同属のダイナンギ
ンポの側線の形態などに基づき日本海側と太平洋側の地理
的二型を報告した（Yatsu et al., 1978）．修士論文はニシキ
ギンポ科の系統分類であったが，ギンポとタケギンポの脊
椎骨数が採集地の冬季水温と負の関係にあること（Jordan
の法則），その関係が対馬暖流域（三陸を含む）と黒潮域
で異なることも明らかにした（Yatsu, 1980）．大学院のゼ
ミで，魚種交替と水温との関係を指摘した論文（中原・小
川，1979; 小川・中原，1979）を知り，おおいに感銘を受
けて，魚類の資源変動への興味が高まり，水産海洋研究会
に早速入会した．

1981年に海洋水産資源開発センターに職を得てからは，
ニュージーランドとグリーンランドの底魚やイカ類の資源
調査，未利用資源で南半球固有種のアロツナス（Allothun-
nus fallai）の開発調査などに従事した．ここでは稲田伊史
さんと渡辺洋さんらから，研究して博士号を取れとはっぱ
をかけられていた．アロツナスはサバ科魚類としては例外
的に動物プランクトン食性であるため，はえ縄では漁獲で
きず流し網漁法により資源開発を行っていたが，その生態
や分布は断片的にしか知られていなかった．そこで，6ヶ
月余りの乗船を2年間行って得た試料とデータに基づき，
博士論文を目指した．当時の職場は千代田区の一等地にあ
り，とても標本処理をできるような所ではなかったため，
渡辺さんから極地研究所の内藤靖彦教授を紹介して頂き，
土日や休暇を利用して板橋に通った．ここでは谷村篤先生
のご指導を受けながら，主な胃内容物である動物プランク
トンの同定，計測，解析を行った．さらに，東京水産大学
の多紀保彦教授と奥谷喬司教授らのご指導を頂き，アロツ
ナスの食性と回遊特性に基づき，本種が南半球におけるサ
ケやカラフトマスの生態的地位を占めていることを明らか
にし，博士論文としてまとめた（Yatsu, 1995; 谷津，
1995b）．偶々イカ類の調査と流し網漁法の両方を体験した
ことからか，1989年に外洋イカ研究室に選考採用された．
その後の研究経過は上述のとおりである．

1988年は気候レジームシフト年で，マイワシ太平洋系
群の加入連続失敗が始まった年であるが，小生にとっても
大きな転換となった時期である．また，アカイカも1970
年代に減少したスルメイカの代替資源として開発され，そ
の後の流し網問題に発展したため，レジームシフトの帰結
とも考えられる．これらは確実に著者の研究人生に影響を
もたらした．国立科学博物館の松浦先生が著名な魚類分類
学者から「Work, Finish, Publish」と言われたことを学生時
代にお聞きした．稲田伊史さんからは論文を出し続けるこ
との意義をいつも強調され，ご自身も長期乗船にもかかわ
らず実践されていた．遠洋水産研究所の粕谷俊雄さん，加
藤秀弘さん，長澤和也さん，石田行正さんからはプロの研
究者としての厳しいご教示をいただいた．すべての方々の
お名前を揚げることはできなかったが，水産海洋学会の会

員の皆様はじめ，最初は船酔いに苦しみながらも貴重な体
験とデータを得た調査船の乗組員，ご指導ご協力を頂いた
諸先生，先輩，同僚，後輩の皆様に深く感謝致します．な
お，Fig. 1と2は東北区水産研究所の酒井光夫さんのご厚
意で提供していただきました．
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